
  

             

 

平成２３年１月２４日 

南海電気鉄道株式会社 

 

泉大津駅が「環境に配慮した駅」として生まれ変わります 

「太陽光発電システム」を１月２５日(火)に設置完了 
 

南海電鉄（社長：亘 信二）では、経営計画「堅進１２６計画」の基本方針の１つ

に「『環境保全』のための取組み強化」を掲げています。同方針の一環として、現在

泉大津駅で高架化工事とあわせて低環境負荷の駅設備の導入を進めています。 

そしてこの度、同駅に太陽光発電システムの設置が完成し、１月２５日（火）から

稼動を開始します。 

当社が駅に太陽光発電システムを導入するのは、南海本線・泉佐野駅に続いて２駅

目。年間約７１，０００ｋＷｈの発電量を見込んでおり、同駅のエレベーターやエス

カレーター、空調機、照明などの電力として活用します。また今後も、平成２４年夏

頃の完成予定を目指して、当社駅施設で初となる雨水利用システムや、自己発電機能

付き節水型自動水栓、節水型トイレを設置するとともに、一部の駅で導入して節水効

果を得ている無水小便器などを設置し、「環境に配慮した駅」としてふさわしい駅づく

りを進めていきます。 

 

詳細は次ページのとおりです。 

 

 環境に配慮した駅として生まれ変わる「泉大津駅」 



 

１．太陽光発電システムについて 

（１）設置場所 

    泉大津駅下りホームの屋根および天窓 

（２）最大出力および年間発電量（予測） 

設置場所 最大出力（ｋＷｈ） 年間発電量（ｋＷｈ）

屋根 ６６．９ ６５，０００ 

天窓 ６．４ ６，０００ 

合計 ７３．３ ７１，０００ 

（３）ＣＯ₂ 排出削減量（予測） 

    年間、約２５.５ｔ 

    ※スギの木に換算すると、約１，８２０本の植林に相当。 

    ※石油に換算すると、２００ℓ のドラム缶９２缶削減に相当。 

（４）発電電力の供給先 

    ①屋根部 

     エレベーター、エスカレーター、空調機など 

    ②天窓 

     コンコースおよびホームの照明など 

 （５）稼動開始日 

    平成２３年１月２５日（火） 

（６）その他 

当社は同設備の導入にあたり、一般社団法人新エネルギー導入促進協議会

から、新エネルギー等事業者支援対策事業の一環として助成を得ています。 

 

２．今後導入を進める設備について 

（１）雨水利用システム 

      上屋に降った雨水を貯水し、トイレの洗浄水として利用します。年間、

約７８０㎥の節水を見込んでいます。 

 （２）自己発電機能付き節水型自動水栓 

      センサーで人の手を感知し、自動で水を出し止めする水栓をトイレに設

置します。自動制御に必要な電力は、給水時の水流によって自己発電しま

す。また、年間約２９０㎥の節水を見込んでいます。 

  （３）節水型トイレ 

女性用トイレと男性用大便器に、一般品の半分以下の水量で洗浄できる

節水型トイレを設置します。１回の使用につき約４ℓ の節水ができます。 

（４）無水小便器 

男性用小便器と小児用小便器に洗浄の水を使用しない男性用無水小便器

を設置します。１回の使用につき約２ℓ の節水ができます。 

  （５）Ｈｆ蛍光灯 

コンコースに通常の蛍光灯と比べて高効率なＨｆ蛍光灯を設置します。

年間約６万ｋＷｈの節電を見込んでいます。 

 

 

 



 

【参 考】泉大津駅での「環境に配慮した駅づくり」の概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■太陽光発電 

■雨水利用 

■自己発電型水洗（手洗い）

■節水型トイレ（大便器） 

■無水小便器 

 

■照明(Hf 蛍光灯) 



 

別 紙           南海電気鉄道路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉大津駅について 

（１）所在地 

  泉大津市旭町１９番１号 

（２）１日平均乗降人員 

   ２５，２６９人（平成２１年度）

 


